


　新年明けましておめでとうございます。
　平成19年の年頭にあたりまして、会員をはじめ関係者の皆様
に謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　さて、日本経済は、失われた10年といわれた長い低迷期をよ
うやく脱して、緩やかな成長を続けています。企業は3つの過剰
といわれた設備、負債、雇用の過剰をほぼ解消し、企業収益は回
復し、設備投資も増加しています。個人消費の伸びは依然鈍い
ものの、雇用状況などは少しずつ明るさをとりもどし、長年に
亘り日本社会を覆っていた閉塞感は拭い去られつつあるよう
に見えます。然しながら、不安要因が消えたわけではなく、これ

ここ数年の原油価格などエネルギー価格の高騰は大き
な懸念材料です。
　エネルギーを取り巻く状況は、益々、複雑さ深刻さを増して
おります。第一は、エネルギー安定供給の観点で、アジア諸国を
始めとしたエネルギー需要の増大、不安定な中東情勢、石油資
源の枯渇懸念などを背景として、WTI原油価格は60ドル前後で
高止まりしています。また、中国、ロシアなどではエネルギー資
源の国益優先の動きが顕著になっており、資源ナショナリズム
が高まっています。このように石油をはじめとしたエネルギー
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　1．基本的な考え方

　資源に乏しい我が国が、将来にわたり持続的発展を達
成するためには、革新的なエネルギー技術の開発、導
入・普及によって、各国に先んじて次世代型のエネル
ギー利用社会の構築に取り組んでいくことが不可欠であ
る。他方、エネルギー技術開発は、長期間を要するとと
もに大規模投資を伴う一方で将来の不確実性が大きいこ
とから、民間企業が持続的な取組を行うことは必ずしも
容易ではない。このため、咋藴や042 ヷ
ら
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等を踏まえ、以下の5つの項目に沿って
技術を分類・整理し、現在、資源エネルギー庁で取り組
まれている技術開蛤巐率の向上に糸 率な 吨 僦 寁 ヤ 曖率ひ ね
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省エネルギー技術分野の導入シナリオ

総合エネルギー効率の向上

電力技術開発の導入シナリオ
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（1）京都議定書後（2013 年以降）の将来枠組

①京都議定書第9 条に基づく議定書の見直し今次
会合で第1回目の見直しを実施。2008 年のCOP/
MOP4 で第2回目の見直しを行う。それに向け
た作業スケジュールを決定するとともに、今後
の見直しに基づき、適切な行動を取ることで合意。
②先進国（附属書I国）
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　4．評価

（1）今次会合で、京都議定書第9 条に基づく同議定書の見 惨1~ ゼ



石炭技術最前線 

　1．はじめに

中の灰分を一定量に調整するために、それらを取り除く
工程である「選炭」が必要となる。
　「高効率選炭システム」プロジェクトでは、産炭国にお
ける石炭灰分の増加や石炭回収率の向上など、選炭の必
要性の増大に対応するため、日本で開発された高効率ジ
グ選別機（可変波形型ジグ選別機）を導入する。また、精
炭中の灰分の値に対応した自動ジグ制御方式を開発す
る。このような高効率選炭システムの導入によって、選
炭効率を改善するとともに、鋲 に 管ɒ墦よ

鉱の選炭工場を改造モデル選
炭工場として選定し、以下の選炭工場の改造を実施した。

①原炭前処理設備の改造：破砕・分離工程を改善し、
石炭の粒度を設計基準に整える。
②ジグ選別機の改造：既設の老朽化したジグを日本で
開発した高効率のジグ、「可変波形型ジグ」に改造
し、選別性能を向上させる。
③品質管理設備の改造及び運転の最適化：原炭及び精
炭に含まれる灰分量に基づいてジグを自動運転する
ために品質管理工程を改善するとともに、熟練操作
員の運転ルールに基づいたファジィ制御を採用、ジ
グ運転の最適化を図る。
④運転システムの改造：既設の系統別の運転システム
を、統合した連動システムに改造することによっ
て、操業と安全性を向上させる。

　この結果として、安定した灰分量を維持する精炭を調
製し、目標とする品質における選炭の歩留りを向上させ
る。本稿び

。

高効率選炭システム

図1　ジグ選別機の原理

（財）石炭エネルギーセンター事業化推進部　担当部長　工学博士　岡田清史
（財）石炭エネルギーセンター事業化推進部　担当部長　　　　　　小柳伸洋
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層する。
　図3に、オンビリン炭鉱における選炭工場のフロー
シートを示す。図中で、灰色で塗りつぶされた機器が新
設あるいは改造された機器である。破砕・整粒された1～
50mmの原炭がジグのフィードとなる。
　図4に品質管理システムの主要部であるジグ自動ズリ
抜き制御システムを示す。このシステムは、ジグ水槽内
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この場合には、およそ11ポイントの歩留り向上となる。
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2への対策は、京都議

定書の遵守だけでなく、わが国のエネルギー安

全保障の見地からも重要なものである。

　石炭利用、特に使用量の多い石炭火力発電所

からのCO2の削減には、効率向上技術とその普

及が重要であるが、今起きている大気中CO

2を加えることで合意した。さらに米国のFu-
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　（財）石炭エネルギーセンターは、去る11月27日、キャ
ピトル東急ホテルに於きまして、下記の通り「報を発信することにより新榆 腡

）による海外未利用炭の
　利用拡大

　石川島播磨重工業　エネルギー・プラント事業本部　
　事業開発部　課長 久保田 伸彦
講演-2　低品位炭改質技術について
　（財）石炭エネルギーセンター 事業化推進部
　担当部長 大高 康雄
講演-3　石炭資源探査の現状
　　　　「インドネシア石炭資源解析調査」
　（財）

　　　

　









〈表1〉　諸外国の主なエネルギー中長期計画

近海から中東諸国、中央アジア、アフリカに至る世界各
国におけるエネルギー権益の確保に向けた動きを活発化
させている。
　世界有数の資源保有国であるヤ

へ 提 出 、 ま た 、 国 営 エ ネ ル ギ ー 企 業 を 中 心 と し た 石 油 ・

（座
を発罵 8年12月1日に初延 を開 した回の割合で延

合を開 ガス化複合発電

や 石 炭 ガ ス 化 燃 料 池 複 合 発 電世 代 高 効 硫 ス 化 複 合 発
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